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挨　　拶

2019年度の重点活動計画につきまして，ご説明をさせていただきます。
JIPAは，1938年に創立されて以来，非営利で非政府系の民間団体

として活動を続け，世界最大級のユーザー団体に発展してまいりました。
「世界から期待され，世界をリードするJIPA」というスローガンは，
今年度も踏襲したいと思います。
しかしながら，活動の中身は，かなりバリューアップしたものにし
たいと考えております。昨今の知財の活動は，特許・意匠・商標など
の知的財産権が中心の活動でした。今後は，著作権，営業秘密のマネ

ジメント，さらには新たな情報財と呼ばれるAI・データの利活用といった広義の知的財産の活動に拡
がってくると思います。JIPAが世界をリードしていくためには，従来の知財活動の姿（As-is）から
データ駆動型社会と呼ばれる近未来の社会の姿（To-be）を思い描いて，どんな知財活動を行うのが
望ましいのか，深い議論が必要だと考えております。
日本政府は，第４次産業革命，Society5.0をはじめとする未来への投資拡大に向けて，未来投資戦

略を発表してきました。世界では，AI，IoTなどの社会実装に伴って，デジタル革命が急速に進んで
いるのに対し，日本では，優れた技術力，研究開発力，ものづくりや現場から生まれるリアルなデー
タなど，知的資産・資源に恵まれていながら，それらを充分に生かしきれているとは言えません。

このようなデジタル革命と呼ばれる社会環境の変化に伴って，知財の世界でも新しい課題が浮上し
てきています。
第１に，知財が地政学リスクの一つになりつつあるということです。2018年から始まった米中貿易
摩擦でも，ご存じのとおり，主要なイシューは知財です。
第２に，AI・ロボット・自動運転・バイオなど，新しいテクノロジーの発展により，法的な責任・
倫理，知財オーナーシップの問題等がクローズアップされてきています。
第３に，グローバルなM&A及びオープンイノベーションの進展により，競争と協調（言いかえれ

ばオープン＆クローズ）の知財戦略を再考する必要性が生じてきているのではないかと思います。
他方，日本は，人口減少，少子高齢化，エネルギー・環境制約，災害の多発など，さまざまな社会
課題を抱えており，現場のリアルなデータを見える化し，革新的なイノベーションによる解決策を講
ずることにより，新たな価値を創出するチャンスが拡がっているとも言えます。このように，日本の
ピンチをチャンスに変え，「知財で新たな価値や提案をドライブする」JIPA活動にチャレンジしてま
いりたいと思います。
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「知財で新たな価値や提案をドライブする」というJIPAの知財ビジョンを実現するために，さまざ
まな業種の会員が集うJIPAの特徴を最大限に活かし，シナジーや共創が発揮できる場（具体的には
各種の専門委員会，プロジェクト，部会等の活動）を提供，拡充を検討してまいります。
このような多様なつながりを有しているのがJIPAの強みであり，知財現場のリアルな課題を持ち

寄って，JIPAという約1,000社の会員のプラットフォームで化学変化を起こすことで，世界でも類を
見ない，ユニークで優れたアウトカムも生まれるのではないかと期待しています。
このような内容を社会に向けて積極的に発信し，JIPAのステークホルダーの共感を得ていきたい
と思っております。ダイバーシティを推進し，「つながりと知財」から新たな価値や提案が次々と生
まれる活気に満ちあふれたJIPAの活動を推進していく所存です。

このようなJIPAの知財ビジョンを踏まえまして，2019年度の基本方針を説明します。
第１に，知財で新たな価値や提案をドライブする協会活動にチャレンジします。
（１）協会活動のバリューアップを目指します。例えば，専門委員会・プロジェクトの新たなコラ
ボレーション，クロスファンクションチームでの検討などを開始したいと思っています。具体的には，
第４次産業革命PJの中で，AI・データ利活用WG，ルール形成・標準化WGなどの新設を検討いたし
ます。
（２）グローバル活動の推進と会員企業への知財を含む最新のビジネス情報のフィードバックを行
います。国内外の知財制度，制度調和などの問題に対し，現場の専門的でリアルな声を大切にしつつ，
視座を高めて価値起点の意見発信，研究発表などをめざします。
情報収集が難しい地域（欧米中以外）では，知財のみならず，最新のビジネス情報をJIPA会員企
業にフィードバックします。
第２に，法律・技術・経営の３軸での知財に関する人材育成を行ってまいります。
（１）JIPA研修活動の充実を図ります。知財自体の研修に加え，AI・ロボット・自動運転・バイオ
／ライフサイエンス等の最先端のテクノロジーやデータサイエンス，及びそれらの法的な責任・倫理
などを学べる場の提供を検討します。
（２）知財担当者のレベルアップ，技術者・営業担当者等への知財マインド醸成，経営者の知財啓
発などを目的とした，実践的かつ効果的な知財研修等を準備し，会員企業の知財活動をサポートします。
第３に，知財活性化及び会員増加策の検討です。
（１）知財重視の経営は，多様な企業に拡がってきています。会員企業に対する知財活性化の施策
とともに，スタートアップ・ベンチャー企業，IT関連企業，農林水産業関連企業等，裾野の広い産業
分野の会員増加策を検討いたします。
（２）このような状況において，新規入会企業のニーズの調査を行い，JIPAに入ってよかったと感
じていただけるように，地域・業種別部会の充実等を図ってまいります。具体的には，インターネッ
ト・サービス会社等向けのIT・サービス部会の新設を検討してまいります。

繰り返しになりますが，今年度も同じスローガン「世界から期待され，世界をリードするJIPA」
を掲げます。真に世界をリードしていくには，一層のバリューアップが必要です。一緒に高みを目指
して頑張りましょう。
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